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平成 20 年 6 月 13 日

第8回 電子航法研究所 研究発表会

トラック走行による発話音声分析技術検証実験と

その結果について

塩 見 格 一
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研究の目的と経緯（現状）

1）発話者の心身状態を評価する発話音声分析技術により予

防安全装置を実現する。

→ 脳資源余裕度を評価

→ 過労や過緊張を検出

→ ヒューマン・エラーを防止

2）朗読音声から覚醒度の低下が検出可能

← 〜10 秒の発話音声から検出可能

← 10 秒の発話音声を 10 秒以下で処理可能
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事故の構造
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予防安全（Predictive Safety）の構造
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実現を目指した発話音声分析装置
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発話音声分析手法の原理 -1

音声信号 ストレンジ・アトラクタ
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発話音声分析手法の原理 -2

疲れていない状態 疲れた状態

より頭を使って話す 漫然状態での発話
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トラック夜間走行による疲労状態評価実験の概要

苫小牧寒地試験道路

タイムテーブル
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トラック夜間走行による疲労状態評価実験の概要 − ２

1） 時速 40km で定速走行

2） 1 試行，14 周毎に生理データの計測

3） 標識点で「○番通過，速度良し！」と換呼

［安全対策］

4） コーンを撥ねたら，緊急停止

5） コースから落ちそうになったら，ハンドル操作介入
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トラック夜間走行による疲労状態評価実験の概要 − ３

・ 2.7km のコースを 2,520 周
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実験結果

1） 20 人の被験者運転者の内，15 人が完走

2） 5 人は途中でリタイヤ

リタイヤした被験者の換呼音声 CEM 値の変化例
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実験結果としての生理指標値の相関関係

アクセルSD HR CFF変動率 眠気尺度 疲労尺度 喚呼CEM 朗読CEM

ヨーレイトSD 0.634 -0.144 -0.912 0.841 0.690 0.701 0.450

アクセルSD -0.221 -0.555 0.501 0.374 0.586 0.013

HR 0.110 -0.250 -0.600 0.140 0.140

CFF -0.787 -0.515 0.709 0.735

眠気尺度 0.827 0.785 0.420

疲労尺度 0.533 0.065

喚呼CEM 完走者における各種指標値の相関関係 0.334

アクセルSD HR CFF変動率 眠気尺度 疲労尺度 喚呼CEM 朗読CEM

ヨーレイトSD 0.462 -0.450 -0.811 0.828 0.805 0.025 0.025

アクセルSD 0.148 -0.310 -0.035 -0.006 0.017 0.615

HR 0.545 -0.646 -0.742 0.285 0.159

CFF -0.877 -0.881 0.179 0.036

眠気尺度 0.969 0.041 0.174

疲労尺度 0.229 0.110

喚呼CEM 非完走者における各種指標値の相関関係 0.297

※ 網掛けセルは p < 0.05 で有意
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実験結果から

運転手さんが頑張って運転している限り，

1） 発話音声から“覚醒度”を評価することは十分に可能

［今後の課題等］

運転作業負荷が高い場合には，

2） 換呼発話作業との間で，脳資源の取り合いが発生するので，

3） 他の，パフォ−マンス指標との適正な組合わせが必要
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2000 年の CENTE は 2007 年に<センテ>に


